
22019. 23 2019. 2

　

詳
し
く
は
詩
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
788
―
４
９
０
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わ
た
し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
は
、「
安

定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経
済
的
に
自
立

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
仕
事
に
追
わ

れ
心
身
の
疲
労
か
ら
健
康
を
害
し
か
ね
な

い
」、
さ
ら
に
「
仕
事
と
子
育
て
や
介
護

と
の
両
立
に
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
、
仕
事

　

平
成
29
年
度
「
桶
川
市
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
が
取
れ
て
い
る
と
回

答
し
た
人
が
半
数
近
く
い
る
も
の
の（
下

記
図
１
）、「（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
）言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
、
内
容

は
知
ら
な
い
」「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
た

人
が
半
数
以
上
い
ま
し
た（
図
２
）。
つ
ま

り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
認

識
に
は
個
人
差
が
あ
る
と
い
う
現
状
が
わ

か
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
走
り
出
せ
、
性

別
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、
今
」
で
し
た
。

　

こ
の
テ
ー
マ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は

な
く
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
、
自
己

啓
発
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
の
中
で
男
女

が
共
に
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

大
切
な
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
充
実
し
た
生
活
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
仕

事
へ
の
活
力
が
得
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
に

と
っ
て
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
ベ
ス
ト
バ
ラ

ン
ス
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

　

市
で
は
毎
年
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
講
師
は
、

80
代
で
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
「
ひ
な
壇
」
を
開

発
し
た
若
宮
正
子
さ
ん
で
す
。
２
月
17
日

㈰
、
さ
い
た
ま
文
学
館
に
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
Ｐ
．18

　

市
内
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
充
実
さ
せ
て
い
る
手
島
農
園
の
手て

島し
ま

文ふ
み

子こ

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
普
段
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

🅐
夫
と
息
子
夫
婦
と
家
族
４
人
で
専
業
農

家
と
し
て
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
主
婦
と
し
て
家
事
を
し
つ

つ
、
地
域
の
方
に
新
舞
踊
を
教
え
て
い

ま
す
。

Q
お
仕
事
以
外
も
お
忙
し
い
よ
う
で
す
ね
。

🅐
は
い
。
老
人
会
活
動
で
は
、
芋
煮
会
や

お
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う

作
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、趣
味
で
短
歌
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

Q
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
取
っ
て
い
ま
す
か
。

🅐
幾
つ
も
予
定
が
重
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
で
、
忙
し
い
時
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
優
先
順
位
を
決
め
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
玄
関
を
１
歩
出
た
ら
「
妻
、
母
」

か
ら
「
私
、
個
人
」
に
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
替
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

 　
　

ま
た
、
自
分
が
留
守
に
な
る
時
間
を

家
族
に
伝
え
、
協
力
し
て
家
事
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
家
族
が
お
互
い

に
想
い
合
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
あ
り

が
た
い
で
す
。

 　
夫
は
「
が
ん
ば
れ
や
！
」

 　
息
子
は
「
し
ん
ど
い
時
は
休
ん
で
よ
。」

 　
嫁
は
「
私
が
外
で
活
動
で
き
る
の
は
お

母
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。」
と
、
い
つ

も
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

Q
若
い
人
に
伝
え
た
い
こ
と
は
。

🅐
周
り
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
に
な
り
ま

す
が
、
自
分
の
中
で
一
本
筋
を
通
し
た

も
の
を
持
ち
、
そ
れ
を
見
失
わ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
が
必
要
な
の
？

あ
な
た
に
と
っ
て
の
男
女
共
同

参
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充

実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責

任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生

活
な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育
て
期
、
中
高

年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て

多
様
な
生
き
方
が
選
択
、
実
現
で
き
る
こ

と
で
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
は
…

現
状
は
？

　

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
「
桶
川
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」

で
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
４
割
以
上
の
人
が
「
知

ら
な
い
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
何
が
必
要

か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

男
女
共
同
参
画
で
輝
く
暮
ら
し
、豊
か
な
ふ
れ
あ
い

〜
仕
事
と
暮
ら
し
の
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て
〜

　
昨
年
８
月
、
嵐
山
町
に
あ
る
国
立
女
性

教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参

画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
数
多
く

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
分
科
会
等
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
１
，０
０
０
人
を
超
す

参
加
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
講
演
の
講
師
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
で
23
年
間
キ
ャ
ス
タ
ー

を
務
め
ら
れ
た
国
谷
裕
子
さ
ん
で
し
た
。

　
国
谷
さ
ん
は
、
女
性
活
躍
社
会
が
な
か

な
か
実
現
で
き
な
い
現
状
を
嘆
き
、
自
身

の
キ
ャ
ス
タ
ー
時
代
で
も
男
性
が
多
い
組

織
の
中
で
は
、
女
性
目
線
の
提
案
が
通
り

づ
ら
か
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
国
連
で
採
択
さ

れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ
）（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）の
話
で
す
。
貧
困
、

教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
地
球
環
境
な

ど
17
の
目
標
が
あ
り
、
一
見
バ
ラ
バ
ラ
に

見
え
る
目
標
も
底
辺
で
は
繋つ

な

が
っ
て
い
て

地
球
の
限
界
を
認
識
し
、
み
ん
な
で
解
決

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に

は
女
性
の
力
が
必
要
だ
と
、
キ
ャ
ス
タ
ー

時
代
と
変
わ
ら
ず
テ
キ
パ
キ
と
自
信
に
満

ち
た
話
し
ぶ
り
で
、
わ
た
し
た
ち
も
何
か

や
れ
ば
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
勇
気
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。�

（
編
集
委
員
Ｎ
）

市
で
は
、
国
や
県
な
ど
が
主
催
の
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
等
に
参
加
す
る

際
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
て

バランスは十分に
取れている

知っている
34%

言葉は
知っているが、
内容は知らない

21%

知らない
43%

無回答
2%

どちらかといえば
取れている

わからない
無回答
26%

26%

バランスは取れて
いない
どちらかといえば
　取れていない

64%64%

48%48%

図２　ワーク・ライフ・バランスを
　　　知っていますか？

図１　ワーク・ライフ・バランスは
　　　どれくらい実現されていますか？

平成29年度「桶川市男女共同参画に関する市民意識調査報告書」より

　
　
　
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
仕
事
も
暮
ら
し
も

　
　
　
生
き
生
き
と
」「私は、今が一番幸せです！」

と語る手島文子さん

　市役所２階の男女共同参画コーナーア
ソシエでは、パネル展示や男女共同参画
に関する図書
などの貸出を
行っています。
ぜひご利用く
ださい。

桶
川
市
男
女
共
同
参
画
情
報
『
か
が
や
き
』
広
報
版

と
生
活
の
間
で
問
題
を
抱
え
る
人
が
い
ま

す
。
こ
れ
が
将
来
へ
の
不
安
や
、
豊
か
さ

が
実
感
で
き
な
い
こ
と
へ
の
大
き
な
要
因

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
解
決
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
に

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が

あ
り
ま
す
。

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
６
歳
未
満

の
子
ど
も
を
持
つ
夫
が
育
児
を
す
る
時
間

の
平
均
は
49
分（
平
成
30
年
版
男
女
共
同

参
画
白
書
）と
低
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
の
一
つ
に
、
長
時
間
労
働
に

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
男
女
共
同
参

画
情
報
「
か
が
や
き
」
編
集
委
員
の

協
力
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

⃝

み
る
事
、聞
く
事
、知
ら
な
い
事
ば
か

り
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 （
Ｆ
．Ｈ
）

⃝

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
頑
張
り
ま
し
た
。 

（
Ｍ
．Ｏ
）

⃝

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

支・

点・

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
考
え
ま

し
た
。 

（
Ｙ
．Ｎ
）

⃝

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
紙
面

作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

（
Ｎ
．Ｎ
）

⃝

紙
面
で
想
い
を
人
に
伝
え
る
こ
と

の
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま

し
た
。 

（
Ｙ
．Ｍ
）

編
集
後
記

よ
っ
て
家
事
や
育
児
に
協
力
で
き
な
い
現

状
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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●
申
告
に
必
要
な
も
の

・
市
・
県
民
税
申
告
書
（
申
告
会
場
に
も
あ

り
ま
す
）

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
平
成
30
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
期
間

の
収
入
金
額
や
経
費
が
わ
か
る
も
の
（
源

泉
徴
収
票
、給
与
明
細
、収
支
内
訳
書
な
ど
）

・
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
（
平
成
30

年
中
に
支
払
っ
た
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
）

（
例
）
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
。

障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
人
は
障
害
者
手
帳
や
認

定
書
な
ど
。
医
療
費
控
除
も
し
く
は
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
医
療
費
控
除
の

特
例
を
申
請
す
る
人
は
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」。（
※
医
療
費
の
領
収
書
が
提
出
不
要
と
な
り
、

代
わ
り
に
明
細
書
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
）

・
個
人
番
号
確
認
書
類
お
よ
び
身
元
確
認
書

類
（
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族

の
人
の
個
人
番
号
も
記
載
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
個
人
番
号

確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

【「
市
県
民
税
申
告
会
場
」で
の
申
告
受
付
】

　

申
告
は
、
な
る
べ
く
指
定
さ
れ
た
受
付
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
告
会
場
に

来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
３
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮
（
土
・
日
を
除
く
）
の
間
、
市
役

所
税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

申
告
書
を
記
入
し
た
人
は
郵
送
で
の
提

出
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
記
入
漏
れ
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
押
印
の
う
え
、
各
種

控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
（
写
し
可
）
を

同
封
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
扶
養
家

族
の
記
入
漏
れ
や
各
種
控
除
を
証
明
で
き

る
も
の
が
な
い
場
合
、
所
得
、
控
除
を
修

正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
告
書
は
郵
送
で
の
提
出
が
お
す
す
め
】

　

ま
た
、
資
料
は
返
却
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
※
電
話

で
記
入
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
話
番
号
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
363
―

8501
　
住
所
記
入
不
要

桶
川
市
役
所 

税
務
課
市
民
税
係

　２月９日㈯から「大字坂田字南・宮前・堀
ノ内・細谷」の一部が、「坂田西一丁目・二
丁目・三丁目」となります。
○住所が変更となる人には、個別にお知らせ

しています。
○住所変更手続きなどの詳細についても、個

別にお知らせしています。（地区内にお住
まいの人、町名地番変更に関係ある人など）

○法人の「所在地変更証明書」は、２月12日
㈫から区画整理課で発行します。発行手数
料は無料です。

　

詳しくは 詩区画整理課（東部区画整理推進事務所）
　　　　　☎727－1095

　今回の町名地番変更による「住所変更証明書」は、２月
12日㈫から、市役所市民課で発行します。
　なお、2020年３月31日まで、発行手数料が無料です。
それ以降は、有料（１通につき150円）になりますのでご
注意ください。　詳しくは 詩市民課☎788－4922

●
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
る
人
。（
※
平
成
30
年
中
の
収
入
が
な
か
っ

た
人
も
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

た
だ
し
、
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
人
は
、
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告（
還
付
申
告
を
含
む
）を

す
る
人

②
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書

（
源
泉
徴
収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
、

ま
た
は
、
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
各
種

控
除
の
追
加
が
な
い
人

③
昨
年
の
収
入
が
な
く
、
市
内
に
住
む
家
族
・

親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

（
注
意
１
）
年
金
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、
か
つ
他
の
所

得
が
20
万
円
以
下
の
人
は
、
確
定
申
告
は
不
要
で
す

が
、
各
種
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
、地
震
保
険
料
控
除
、医
療
費
控
除
、扶
養
控
除
な
ど
）

の
追
加
が
あ
る
人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

（
注
意
２
）
給
与
も
し
く
は
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
他

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人
は
確
定
申
告
不
要
で
す
が
、

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。
経
費
が
あ
る
人
は
合

わ
せ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

受付日 対象地区 受付会場

２　
月

20日㈬ 東、西、南、北

東公民館
（末広2丁目8番29号）

21日㈭ 坂田、坂田東

22日㈮ 末広、若宮、寿

25日㈪
神明、小針領家、倉田、
朝日、加納、篠津、
五丁台、舎人新田、赤堀

28日㈭ 泉、鴨川　

市役所分庁舎
（上日出谷936番地の1）３

月

１日㈮ 上日出谷

４日㈪ 下日出谷、下日出谷西

５日㈫ 川田谷

受付時間 ▼午前９時～11時、午後１時～３時30分
※上記期間中、市役所税務課では市民税申告書の作成を受け付け
ません。
※申告会場には上記受付日以外、税務課職員がいないため受け付
けできません。
※毎年、申告初日と午前中は会場が大変混み合います。
※駐車場は限りがあります。公共交通機関を利用してください。

市
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

　
２
月
20
日
㈬
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
市
県
民
税
の
申
告
内
容
は
、

課
税（
非
課
税
）証
明
書
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
、
市

県
民
税
の
申
告
を
し
た
人
に
は
１
月
下
旬
に
市
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告（
還
付
申
告
）の
日
程
お
よ
び
必
要
書
類
の
詳
細
は
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
詩
税
務
課
☎
788
―
４
９
１
５

申告は
３月15日㈮まで

　所得税および復興所得税の確定申告において、総合課税または申告分離課税を
選択した特定上場株式等に係る配当所得および譲渡（源泉徴収がある特定口座）
に係る所得について、納税通知書が送達される日までに確定申告とは別に「市・
県民税申告書」を提出いただくことにより、所得税と市・県民税で異なる課税方
式を選択できます（申告不要制度、総合課税、申告分離課税）。
<注意事項>
　◆市・県民税において申告不要制度を選択した特定上場株式等に係る配当所得および、譲渡

所得については、配当割額控除および株式譲渡所得割の適用は受けることはできません。
　◆源泉徴収されない特定口座（簡易申告口座）および、一般口座での取り引きに係る所得に

ついては、申告不要を選択することはできません。
【提出方法】
　平成31年度市・県民税申告書の裏面「15　特定上場株式等に係る配当所得及び上場株式等
の譲渡（源泉徴収がある特定口座）に係る所得について」欄の該当する箇所にチェックを入れ、
市税務課市民税係宛に提出もしくは郵送をお願いします（上場株式等に係る配当所得と上場株
式等の譲渡所得をどちらも申告不要とする場合は両方にチェックが入ります）。
　チェックがない所得については、所得税の確定申告により申告した内容にて市・県民税が課
税になります。
※平成31年度市・県民税申告書様式は、市ホームページでダウンロードできます。
詳しくは 詩税務課☎788－4915

特定上場株式等に係る配当所得等の課税方式について

坂田西地区町名地番変更のお知らせ

新しい町名「坂田西一丁目～三丁目」が誕生
２月９日㈯から

変 更 前
　〒363－0008
　桶川市　大字坂田○○番地の○

⬇
変 更 後

　〒363－0018（※新郵便番号）
　桶川市　坂田西一丁目□□番地の□
　桶川市　坂田西二丁目□□番地の□
　桶川市　坂田西三丁目□□番地の□


